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肆
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へ
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へ

:
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動
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後
に
於
け
る
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異
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析
：に

ょ
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原
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痙
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'九
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寅)
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を
探
.：：，

.

■

ん
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'

す
る
i
.
ど
ば
現
在
-少
；し
も
變
俗
し
で
：い
众
い
の
で
あ
る
？

.

：

:
.第
十
九
：章
、
第.一
一
十
韋
に
於
い
七
は
：一
一
草
を
費
し
て
財
務
豫
算
虼
就

^

:
:
:て
：述
べ
.
て
'
い
る
。：:.
'.
:こ
：の
韋
か
胃
頭
：に

於

い

て.

「

脒
務
：計
畫
：は
財
務
管
理
の'
 

.

.基
盤
で
.あ
る
。:'
財
務
計
盥
を
.缺
き
作
.ら
獲
:#
.し
た
經
'#
威
果
は
：、:.
'偶
然
と
' 

言
う
：ベ
考
で.
^

? 

0
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一
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九
-五
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ベ
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：い
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敎
授
は
財
務
1

を

他

の
#

部
£
:
豫
#

と
は
：異
つ
.た
.取

珙

い

を

し
.て
.
い
.

.
る
。
而
'1
>

.

て
：
洛
部
門
豫
算
：は

-:
應
財
務
計
®
の
.中
心
た
る
：吏
掷
手
段
0,
'. 

,
躍
保
ハC

a
s
h

 
ハゲ
8
,
^
!
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の
た
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、
規
金
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n
d
t
h
e
l
c
a
s
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^
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1
:
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:
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1
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に
：集
約
さ
れ
る
と
な
^
て
.い
.る
。
’

:

.

0

1
九
七
肓
>
;.
,こ
め
ょ
う
に
V)
財
.藤
管
理
：の.局

面

は

そ

の

_

と

が
る
支 

.

掷
手
段
の
輜
保
を
通
じ
弋
經.營
祐
軌
全
般̂

及
.ぶ

:%
.冷

で

あ

る
,0
.
.奋
し
.乍 

.
ら
、
收
入
_

の
う
ち
受
取
勘^ .
と
^

入
勘
定
ど
へ
は
自
知.そ
か
性
^

を
異
ぼ
す 

る

も

の

：
で

：
あ

々

、
ハ

前

者

'を
十
：九
章
に
、-'
'
後
者
に
對
し
：て.は
一」

十
章
に
於
：い
-. 

'

て
；觸
れ
て
い_
<
:

:
こ
ど
で
注
意
す
べ
き;;
-

'̂
ば
、；
財

務

豫

算

；が

敗

務

管

满''
, 

'.
;

の
大
部
分
を
占
め.る
.如
べ
考
え
ら
.れ
る
の
で
あ
る.が
、
、
財
務
豫
箅
は
單
に 

.

經
營
活
動
女
圓
滑
に
な
じ#'
る
如
ぎ
：友
拂
年
段
め
，確
保
が
な
さ
れ
て
：い

る

：

•
-

.

.や

.否
：や
'^
檢1  

討
す
る
に.他
な
ち
な
.い
；.と
い
.
.
.う
.こ
と
.̂
.あ
.る
：0

而
し
.て
',
.企
'.
.

.

業
.の
：維
持
、
，
發
展
令
可
能
な
：方
し
め
る
收
益
性
v
::
:-:̂
^
 

- 

行
わ
る
べ
き
經
營
活
動
：に
內.在
し
#

る
.や
.を
分
析
批
判
七
を
の
：は
總
豫
箅 

.

た
る
見
精
貨
.借
對
照
表
、
爲
稹
損
益
計
算
書
の
研
究
に
：

^

る
の
，で
あ
，る
。

.

.從

.

.つ
：て
、.
財
務
豫
黛
と
財
務
管
理.を
混
同
：し
、

射

務

豫

箅<0
:
.
檢

討

を

以

て
 

.經
營
沽
動
全
股
の.收

益

性

、
經
濟
性
を
も
批
判
し得

る
も
の
.
と

解

し
.
て
：は 

.

な

ら

な
 

V

の
：
で.あ

.
る0
:
:
.
:
.
.
.

; ;
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マ
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;

,

.
第1

一
十
一 

'章
に
於
：い
て
易
積
貲
借
對
照
表
、
.第
一
：
一
：
十

1
:

—*
寧

に

於

い

.
て

見
 

;

稹
損
盆
計
黛
:#
を
論
じ
て
い
：る;-
0

ヒ
れ
ら
の
.諸
表
'は
¥

部
.門
豫
箅
を
.基
礎
：ン 

「

と
し
、
.前
者
.は
：豫
：箅
期
間
末
に
豫
定
さ
れ
る
資
摩
、
負
債
、：
賛

^
^

狀
態
を
、
後
者
は
豫
箅
；期
間
.內. ^
-

豫
定
し
得
る
收
益
、
：費
用
を
示
し
て
':い
-

. 

'七：四
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:

(

四
：
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*
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：
-

.

'
る
.:0
從
つ
て
、
こ

れ

ら

，の
諝
表
を：

分
析
す
：る
こ
と
に
ょ
り
、..次
期
經
營
活 

..動
，の
M

w
.:
^
#判
し
#'
る
.の
で
あ
る
。
.又
、
こ

れ
ら
諸
表
は
-各
月
每
に
作 

成
さ
れ
る
と
匕
が
^
ま
し
い
..と
な
し
て
い
る
，0.
，こ
れ
ば
短
期
成
果
計
算
と
.„ 

.
:~
致
.せ
t
.め
得
る
か
ら
で
■：
'
あ
.る
o (一

一，一
三
.八
頁)

而
し
：て
、
萬
一
、

こ
れ 

ら
諸
表
の
數
値
が
好
.ま
し
い
：も
.の
で
.な
い
.場
合
に
は
、
各
部
門
豫
算
の
ぅ 

.ち

.關
係
银
^'
に
就
い
ヤ
變
更
せ
し
め
炎
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
.で
あ
る
。
こ 

.れ
知
諸
表
の
分
，新
方
法
に
就
い
.て
：は
' 
本
書
：.：に
述
ベ
ら
れ
で
い
る
も
の
は 

逐
次
.改
，
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ざ

れ

；
、

：
'現
在
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ょ
り
綜
合
的
に
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つ
て
い
る
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然
し
乍
ら
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財
務
豫
箅
：に
於
い
て
支
拂
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段
を
通
じ
て
經
#
活
.動
の
：圓
滑
を
計
る
こ
と
：

と
.、：」

斯
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し

ポ

行

お

れ

る

經

鲁

活

動

の
收
.

益
性
、
經
濟
性
の
批
輒
が
.

財
務
- 

:

管
理
め
唞
心
.課
題
で
あ
る
と
考
え
る
.0
:

. 

'
.
第
一一

十
.一.一
章
以
下
に
，於
.い
て
は
豫
繁
統
制
の
實
施
、
內
部
報
吿
臀
等
に 

:

就
'1
>
.
.
て
齒
單
に
述
ベ
て
.ぃ
る
に
す
’ぎ
な
い
。
な
お
マ
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ギ
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敎
授
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の
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Brchte der. B
etriebsoziologie 

に
關
聯
し
て

-

「

個
人
ネ
社
會
の
.兩
者
に
對
.し
て
.重
要
が
.影
饗
を
も
っ
：經
營
を
本
來
の
硏
.

究
對
象
と
す
る
經
營
學
は
、
..從
來
、
そ
れ
に
値
す
る
范
分
：の
.社
會
的
意
識 

を
も
.っ
も
の
と
は
、
い
：
え

な

.いj 

(

序
V
-K)

.
'と
し
て
、
從
來
の
經
營
學
諸 

硏
究
の
.批
判
を
通
.じ
著
者
の
い
う
.制
度
；

g

經
營
學
の
體
系
を
展
開
し
，よ
う 

と
試
み
た
の
が『

近
代
經
營
學』

.と
銘
を
打
づ
本
書
で
あ
る
。
戰
後
、
ァ 

メ
リ
ガ
の
，經
營
管
理
技
術
や
そ
の
.理
論
：の
導
入
と
共
.に
'
.企
業

經

營

の

.
當 

面
す
る
課
題
が
新
ら
し
く
認
：識
ぜ
ら
れ
、
企
業
經
營
に
生
起
す
る
諸
問
題
. 

を
解
決
す
る
■た
め
の
理
論
と
し
'て
'經
營
學
が
そ
の
要
求
に
應
：え
る
ベ
く
反 

省
さ
れ
.ね
ば
な
^
な
く
な
っ
た
。
我
.々
は
現
實
の
企
業
經
營
の
.問
摩
解
決 

に
當
っ
て
、
；理
論
的
基
礎
を
.明
確
な
ら
し
む
る「

た
め
に
硏
究
餳
度
を
明
ら 

.か

.に
せ
ざ
る
を
.得
な
い
。.

著
者
.は
こ
の
貧
味
に
^
い
て
制
度
的
方
法
を
と 

る
こ
と
：に
よ
っ
て
、

一,っ
は
經
營
學
の
旣
.成
の
方
法
.論
束
挑
戰
し
、
同
時
. 

に
企
業
經
營
の
諸
問
襌
を
解
決
す
る
に
有
用
な
理
論
の
.構
成
に
貢
献
し
よ 

う
と
し
て
い
，
る
：
の
で

.あ

る

.

(

.三
七
 
一I
I一
一
一
七
a
頁)

0
:と
の

ご

と

，は
.後
に 

潁
れ
る
と
.こ
ろ
.で
あ
る
が
、
か
か
.る
制
度
的
經
營
學
の
展：

開
內
容
は
嘗
て 

ド
ィ
‘ツ
に
お
い
て
硏
究
さ
れ
て
身
た《

 wetriebssoNiologie 
^
特
に 

A. G
e
e
k
,

 W
.

 J
o
s
t

等
の
諸
硏
贫
と
そ
の
方
向
を
'一
に
し
ー
て
い
る
と
考 

.え
ら
れ
る
の
で
、
ヴ
.ィ
ゼ
の
七
五
歲
誔
生
.日
記
念
論
文
集
.
.

『

現
下
に
：於
け 

る
社
會
學
的
硏
究』

.所
載
の
ゲ
ッ
ク「

'經
營
社
會
學
0-
發

生

：史

の

た

め

^
'

」 

と
關
聯
し
な
が
ら
、
經
徵
に
お
け
る
社
會
的
問
題
に
對
す
る
兩
者
め
態
度
：
 

を
中
心
.に
比
較
し
若
干
の
.論
點
に
っ
：い
て
.檢
討
を
試
み
よ
う
>/
悤
う
。

, 

二

，

：
.
.

_

.

本
書
に
お
い
て
は
相
，前
後
す
る
が
、
' 我
：々
は
先
.っ
著
者
が
何
故
經
營
學 

に
：制
度
的
方
法
を
.ど
る
に
至
っ
.た
か
，を

檢

討̂
る
必
要
が
あ
を
う
タ
著
者
，
 

は
.經
營
學
が
對
象
，土
す
る
經
#
の
本
質
を
認
截
す
る
た
め
に
從
來
の
經
營 

理
論
の
批
判
検
討
か
ら
出
發
す
る
。
そ
れ
比
從
來
の
經
營
槪
念
が
統
一
さ 

れ
な
い
狀
態
に
.あ
る
こ
と
と
同
時
.に
.、.

經
：營
の
薪
し
：い
諸
問
鶴
に
當
菌
す• 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
.そ
の
要
求
に
答
え
る
べ
き
有
用
な
理
論
の
體
系
を
展 

..開
し
：よ
う
と
す
か
'.か
ら
で
.あ
る
0
.從
'っ
'て
經
營
の
經
濟
娌
謫

■評
：.及
.び
#
介

.

.:■
:■>
'
 

-
-
-

い
う
選
擇
原
理
に
よ
っ
：て
、

-±
-
£經
營
の
技
術
理
論
が
技
.衛
的
合
理
性
の
,
/ 

::

康
則
に
よ
'O'
.て
.把
握
さ
.れ
.、
%
の
基
本
的
態
度
が
合
理
主
義
に
貫
か
れ
て 

:

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
£

H
頁)

こ
と
に
よ
つ
て
、
か
か
る
合
理 

■'
.
主
義
態
度
に
-̂
る
键
營
の
把
握
が
規
實
の
經
營
生
活
を
說
明
し
得
る
か
と 

:

.:

.
い
'う
間
題
を
：提
麵
す
る
も
'の
で
あ
る
。
卽
ち「

人
間
の
合
理
的
行
爲
は
、

.

r

具
體
的
に
.は
一
定
か
：制
贬
的
環
境
の
も
と
に
お
い
.て
の
み
行
.わ
れ
る
も
の
'

.

で
.あ
り
、
し
か
.も
個
.々
.か
行
爲
の
合
理
性
自
體
は
、
そ
の
時
.と
そ
の
場
撕
.

.

に
お
け
る
制
度
的
璜
境
に
よ
っ
て
條
件
づ
け
ら
れ
.る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
'
 

..

か」

と
い
う
問
題
の
出
し
方
に
よ
，っ
て
、「

從
來
の
經
營
擧
に
支
配
的
で 

■

あ
.
.-
0
た
合
理
的
思
考
か
ら
、
合
理
主
義
自
體
を
限
界
づ
け
る
制
度
,
思
考 

.

' 

i
.

か(J

t :A

?:
.、
經
營
の
生
活
事
實
の
^
い

ル

忠

か

歡

が

.

4
i:
'
^'
^

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
.

(

五
四
頁
、
僚
點
筆
者)

。

我
々
は 

か
'か
る
著
者
の
態
度
が
へ
從
來
の
合
理
主
義
，態
度
を
克
服
.す
る
こ
と
に
よ 

っ
て
得
ら
れ
た
制
度
的
方
法
の
態
度
で
あ
る
と
み
る
こ
と
は
セ
き
な
い
。

•■
.

そ
れ
は
正
^
合
理
的
思
考
か
ら
制
度
的
思
考
に
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
、、
 

.理
主
義
自
體
の
限
界
を
識
っ
た
と
い
}
表
現
に
■要
..約

せ

ら

れ

る

で

あ

ろ 

う
。'

何
故
な
ら
ば
-經
濟
生
活
に
お
け
る
各
人
の
行
爲
樣
式
は
^
論
理
的 

.

1
':
-
思
考
の
.結
果
で
は
な
く
て
、
生
活
慣
習
と
い
う 
一p

の
社
會
的
環
境
、
あ 

•
る
い
：は
物
的
璜
境
に
よ
っ
て
强
制
さ
れ
た
も
の」

，
£

七
.頁
> 
と
み
る
限 

■ 

'
一 

り

.：

經
濟
生
活
に
生
起
.す
る
社
會
的
問
題
丨
丨
例
ぇ
ば
勞
働
者
達
の
ス
ト 

.ラ
ィ
キ
等——

は
如
何
に
解
釋
し
な
げ
れ
，ば
な
ら
な
，い
で
あ
：ろ
う
か
。
著 

者
が
か
'が
る
；

M

會
的
問
題
に
.針
し
て
、「

制
度
的
思
考
に
よ
り
、
人
間
の 

.

.
行
爲
.に
お
い
.て
よ
.り
高
度
の
合
理
性
.が
，達
成
さ
れ
る
，と
い
う
こ
と
が」

、

1

そ
し
.：て
：又
、「

そ
の
合
理
性
を
» .

:

礎
づ
け
る
制
度
的
條
件
に
關
心
を
向
け
.

-

.

る
,-
-

：

(

六八
：： -
7

六
.
九
.直

)

と
.
い
う
態
度
亦
、
經
.營
に
.

お
：け
る
社
會
問
.題
を 

よ
り
具
#

的
に
.、
よ
り
全
體
的
把
：握
が
可
能
で
.
あ
る
と
し
て
も
、

コ
モ
ン 

ズ
.

の
主
張
ず
る
如
く
.
經
營
生
活
め
横
數
的
對
.
立
矛
凋
が
意
味
す
る
.も
の
を 

■

■■

へ
利
寄
對
立
_
的
.な
.企

業

社

，會
>-

協
動
社
會
と
し
て
.の
經
營
社
會
に
區
別
す
る
一

'
'
.
:
ユ

ぺ
.

.
'
:
、
. ：.，

•ぺ
七
芄
：
.(

四1

九)

'
'



'.

ま
田
學
會
雑
誰
第
四
十
八
卷

/

第
五
號

：

.
；:-
-

:

:

. 

.....

，
に
至
る
は
、

か
か
る
企
業
經
營
に
生
起
す
る
諸
矛
盾
i

#-
:に

「

勞
使
や 

V
對
立
.は
、
決
し
て
經
營
の
.技
術
的
、
社
會
的
生
產
ガ
の
犠
牲
の
う
え
に
、

' 

續
け
ち
れ
る
ベ
.ぎ
も
：の
で
は
か
ど
'(

三
'一
六
頁)

,.
..と
い
う
：「

經
營
そ
れ
、
. 

自
體
の：
立
場J

:(

序
三
寅)

.か
ら
の
社
會
的
意
識
に
：.外
が

ら

な

.い

か

ら

で 

•

あ
る
。
一
問
題
な
め
.は
-*
-,

J

の
經
營
.の
制
度
的
維
持
と
發
庚
と
い
う
-1
經
營
そ
，
 

れ
自
體」

■

の
立
場
が
果
た
し
て

近

代

企

業

社-#
^

お

げ

る

企

業

を

ど

り

ま

；

.
:<
-「

•#
利
害
集
國
の
利
害
の
矛
盾
を
調
和
し
そ
れ
に
よ
.
.っ
て

所

有

過

程

：と 

勞
働
過
程
の
矛
盾
を
止
揚
と
.

a

一
三
四
頁)

得
る
.か
と
い
う
こ
と
な
の

.
 

で
あ
る0

，'
.そ
し
て
經
#.
者
の
指
導
性
は
近
代
的
經
營
の
.

「

所
有
過
程
に
お 

け

る

利

害

整

調

に

よ

つ

て

、

.■
一
 

!重
構
造
の
.矛
'盾
酵
決
す
る
こ
と」

.

(

三 
一一。
. 

八
頁)

.•に
求
め
ら
，れ
て
い
.る
.點
が

問

.題

な

の

で

.あ

る

C
.

と
い
う
の
は
.「

所
，，
 

有
過
程
と
勞
働
過
程
は
.

一

方
.'に
お
.い
て

相

互

矛

盾

の

關

係

：
に

あ

る

と

.と
も 

:

に
.、
兩
1者
は
ま
た
相
互
辅
充
.の
關
係
に
あ
る
1—(

三
1
—*
八
頁)

.と
い
う
視
..
.

 

點
が
、
.己
に
近
代
企
業
の
.矛
盾
に
對
：決
す
る
こ
：と
な

し

に>
 

從
っ
て
勞
働.. 

間
題
が
か
か
る
所
有
過
程
と
勞
働
關
係
と
の
矛
盾
，の
'中
ょ
り
生
ず
る
と
い 

う
こ
と
の
直
視
を
經
：ず
し
て
直
ち
に
協
動
的
、な
關
係
が
同
格
に
論
ぜ
ら
れ 

る
と
.い
う
意
味
に
.お
い
て
、
-,
著
者
に
_お
.い
て
は
兩
者
の
':矛

盾

が

止

揚

し

得 

る
に
至
る
め
で
は
な
か
ろ
う
.か
o 
'適
正
對
僙
主
義
の
原
理
が
價
値
配
分
に 

適
應
す
る
と
こ
ろ
の
も
..の
は
、.
實
に
か
か
る
.所
有
過
程
と
勞
働
過
程
と
の 

矛
盾
の
解
決
と
い
う
第
一
義
的
な
面
で
あ
っ
て
、
協
動
的
な
彌
係
.の
面
は
' 

こ
の
基
礎
の
上
.に
論
ぜ
ら
れ
食
く
て
は
な
ら
な
，い
で
.あ
ろ
.う

.0
著
者
の
い
' 

う
ょ
う
に
經
營
の
制
度
化
が
行
わ
一
れ
る
前
に
、
入
止
業
め
制
度
化
が
行
は
れ
べ 

る
必
要
が
あ
る
の
.で
は
な
か
ろ
う
か
广
こ
れ
こ
そ
ヴ
土
ブ
レ
シ
等
の
制
度 

學

派

，に

相

通

ず

名

企

業

と

：經

營

の

制

度

的

矛

盾

を

明

ら

.
か

に

せ

る

意

圖

に

バ
外
な
ら
な
い
：
と

考

え

'̂
-
れ
を
。

V

.

ぃ.

:

'

■:
:
.
. 

'

三
'
.ン

■
.

.

.

'

:V 

-

次
に
我
々
は
胃
頭
に
述
べ
た
如
く
經
營
社
會
學
に
っ
い
て
：箸
者
が
之
..を

如
何
に
理
解
•し
て
い
'る
か
を
檢
討
し
ょ
う
。
著
者
は
從
來
の
經
營
寧
の
理

.

 

-

.

 

.

.

.

.

.

.

 

'
.

‘
 

七
六
：
，：(

西
.H
Q

〕

<「

. 

:

■

.

.

. 

.
 

-

,
: 

論
的
志
.向
の
一
つ
と
し
：て
.經
營
€>
社
#
11
論
.を
^

^
し
て
い
る
が
、
そ
れ 

_
 

.へ
ぼ
前
に
鄭
ぺ
た
如
ぎ
合
理
主
義
的
思
考
に
對
す
る
批
判
で
は
な
い
。
そ
れ

.

 

へ
は
從
來
'の
經
營
社
會
學
乃
至
產
業
社
會
學
的
硏
究
が
經
營
に」

お
け
る
人
間 

:

一
秩
序
を
中
心
に
、
.特
に
,'
.

r

經
營
目
的
を
達
：成
す
る
た
め
の
協
働
組
織
が
、」 

.•「

物

と

物

と

の

關

係

、と

し

て

、
；
經

營

の

社

會

的

構

：造

.か
ち

全

く

.
除

外
さ
れ 

' 

.
て」

.

(

四

九

頁

)

、:
し
か
も
人
間
：の
相
互
作
用
の
樣
式
卽
ち
人
間
關
係
を
理 

解
的
に
把
：握
す
る
に
ど
ど
ま
'つ
て
い
る
の
で
、「

經
營
に
お
け
る
社
會
現 

象
の
經
營
自
的
に
對
す
る
意
味
關
連
ほ
、
そ
の
、科
學
の
對
象
と
は
な
ら
な 

か
.つ
た」

と
指
摘
す
る
.の
.で
あ
石
。
か
.か
る
經
營
社
會
學
の
理
論
は
、
經 

營
を
社
會
單
位
と
み
.な
す
社
會
槪
念
I

.「

.一
つ
の
選
擇
原
理
.
に

よ

つ

て
.
 

:
選
び
出
さ
れ
た
對
象
は
、
具
體
的
垒
體
と
し
，て
經
營
か
'ら
抽
象
化
さ
れ
、
 

孤
立
化
さ
れ
た
部
分
で
あ
'り
、
.そ
れ
は
具
體
的
全
體
の
抽
象
的
部
分
な
い 

.
し
俩
面
で
し
か
-な
い
1-(

七
三
頁)

と
.論
じ
ハ
.'
經

營

の

'.制

度

理

論

こ

そ

著 

,者
が
.經
營
社
會
學
の
本
來
の
對
象
と
.し
て
考
え
る「

給
付
生
產
の
た
め
の 

協
動
社
會
的
關
係
、
す
な
わ
ち
組
織
の
社
會
現
象」

(

五
ニ
茛)

を
具
.體 

':
■

的
に
把
握
し
.得
'る
'と
主
張
、す

る

の

で

あ

る

。
.

.

.

.

.
我
々
は
か
、
る
著
者
の
.態
度
が
經
營
社
會
學
に
對
ず
る
.認
：_

を
表

面

的

.
に
把
握
し
て
い
る
.の
.で
は
な
い
か
と
愚
考
.す
る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
協

働
粗
織
に
.對
す
る
具
體
的
な
限
定
條
件
>
し
て
の
人
間
關
保
硏
究

と
い
う

自
覺
な
く
し
て
は
、
，經
營
學
の
方
法
に
無
用
の
混
亂
を
招
來
す
.る
で
あ
ろ

，う
。V

然
し
.な
が
ら
產
業
社
會
學
に
.お
'け
，る
情
況
的
理
解
の
方
法
は
、
そ
れ

力
人

間

協

力

.と
い

う
問
.題

提

起

に
よ
つ
て
，ヒ
，
ユ
'
1

マ
ン
■

.

リ
レ
'
 
I

シ

3
ン

.
X
•
.
ァ
.。フ
.-11

丨
，チ
と
し
で
强
詢
さ
れ
て
い
る
の
で
.あ
り
、
經
營
社
#
學
に

お
け
る
問
題
意
識
の
所
在
を
檢
討
す
る
こ
と
.な
く
批
判
す
る
と
と
は
當
を

.

失
す
.
る
も
'.

の
で
は
..

な
..

か

ろ

う

.

.
か

0

我

.々

は
'か
か
る
意
味
に
お
い
て
.
ブ

リ
I

:

フ
ス
の
後
繼
者

た
る
ゲ
•

ッ.
ク
.の
論
文
を
'こ
こ
に
紹
介
す
る
機
會
を
持
ち
た

■.
.ぃ
'0
.
' 

:

■

'

:

ッ
：ク
.は
經
營
社
會
學
め
系
譜
を
.た
ゼ
る
ヘ
こ
と
.に
よ
つ.て
、
.
そ
の
發
生 

史
上
に
お
け
る
最
初
の
:̂
々
と
V
て
.
.
p 

S
e
h
m
o
l
l
e
r

と
,

碁ren- 

■. 

b
e
r
g

へ
を
擧
げ
て
い
る
。
特
に
エ
1

レ
y

ベ
,:

:

ル

ヒ
は
强
カ
に
經
營
社
會
學
：
 

;
の
門
戶
を
開
い 4

 
者
と
し
エ
，l
A
op-
q

^
A'^
s
o
z
i
a
l
r
e
.
f
o
r
m
b
r

a. 

u
n
t
e
H
n
e
h
m
e
r

 

^
に
お
.い
：て 
'

「

企
業
經
營
が
ら
切
り
離
し
て
で
は
な 

.し
に
そ
9'
主
要
な
構
成
要
素
と
レ
て
、
'
勞
働
關
係
を
'注
自
.す
る
-
«合
に
：
 

は
'、
.：…

.
•勞
_
關
#'
を
中
心
的
に
治
療
す
る
''
::
&玲
0
^
2
&
0
片
贫
0
ソ 

と
い
.'5-
こ

と

钇

終

極

的

に

目

的

と

し

て

沒

曝

す

ベ

き

で

ぁ

?-
.。
'
勞

働

諸

關 

•

.
係
の
，撂
心
は
、
..
賃
勞
働
者
ど
同
樣
に
^
業

家

が

：企
業
へ
組
織

「

.

(

0
货

§
.

ノ
 

：.
d
e
r
;
u
&
e

总

CDhrdungv...-

の
.^.
に
.あ
る
と
'.い.'ぅ.ど
.：と■一̂

:

■■
■い
'る」

.と
い
ぅ
語
句.を
乳
用
し
て
い
；る0
:が
か
.る
經
醫
.に
お
け
^

'

問

題

が

單

に

工

一

レV
ベ
：也
ヒ_の
觸
ガ
に
尤
つ
て
提.相
さ
れ
起
の
：で.は
な
ン_
 

:
■
く
し
て
、.當
時

の
.ド
ィ
ツ
に
お
け
る
社
看
的
環
境
が
：が

^
.を
問
題
を
提
出：" 

.し
て
-い
る
-̂

と
：
は
，い1
.ま
.で
.も
な
い
0 

.

;

.
:從
っ
：
て.：：

F
.
. 

_

|

^

1

.
の
如
く
：經
營
組
織
構
造
'の
現
象
形
態
'の
中
、
：

.
勞

働

關

保

が

芷

當

：に
位
置
：づ
：け
ら
れ
な
い
：狀
態
：を
み
て
、
間

題

.が
限
定
さ 

れ
.-た
る
..經
營

民

主

、玉
義
に
よ
つ
•て
解
決
.し
よ
..ぅ
と
.'し
で
.い
名
が
:>
.
こ
の
場 

合
チ
.ゥ
.マ
.
.ン
が
考
克
て
い
る.の
.は
：勞
働
者
.，を

協

同

的

給

付

.

(Gemeins- 

.
chaf

^-leistdng)

と
し
.

V

正
當
に
.評
.價
む
て
い.：な
い
：
ど
‘
い
ぅ
ご
と
に 

.
注

意
1
な
.け
れ
ば
.な
ぢ
.な
.い
0
そ

め

後

ア

ルフ
レ
'ツ
ド
-.
-
グ
キ
ー
パ
.
|
、

.マ
ッ
ク
：
八* 
.ゥ
.

マ

リ

ー

：
，
：ぺ
'
、
ル

ナ

ァ

.
:究
：が
ぁ.る
が
、
;̂
:

ッ
：
ク
ヾ
は
夫
等
が
.現
代
的
な
社
會
學
的
硏
究
が
缺
.如
：し
て
- 

■
:
い
る
.こ
と
を
指
摘
し
、
經
營
社
會
每
の
本
格
盼
な
硏
究
は
第
一
.泉
世
界
大 

戰
後
に
行
わ
れ
た
と 

gp
ち

>
. Fi

TO.'eher 

.、や 

K
. 

L
e
d
h
t
a
p
®

 

へ
. 

'办
齡
究
は
未
だ
經
煢
社
會
學
の
名
辭
ば
な
卜
^-
し
て
も
ゥ
經
營
ケ
社
會
的
. 

,

問
題
に
對
し
て
齡
會
學
的
旃
究
の
.基
盤
か
ら
努
丸
す
べ
.：き
.事
と
い
ダ
認
_ 

に
至
ら
'
.て
.い
：る
と
.指
摘
す
る
。
::1

九
一
,.ー七
苹
.に
、至
^
て
始
め
..て.ズ
リ
.丨
フ
：
 

:
ス
.に
よ
っ
て
經
營
社
會
學
の
名
辭
を
持
っ
が
、，
そ
れ
は
同
年
の
政
.令
に
X -

ン

.

.

.

.

..
•
-■
' 

ニ 

.

.

■■
:
. 

V 

V 

.

.

一
、
. 

- 

■

:
.書
評
/及

び

耜

介

パ

■ :
: 

, : 
• 

.

つ
て
經
營
の
科
學
は
實
際
的
に
且
.つ
方
法
的
に
.新
し
.い
遣
を
前
進
せ
し 

.
め
、: -

經

營

の

發

展

，
に
：
ょ

り

合

2E

的
に
.推
'進
す
べ
き
も
の
ど
主
張
す
る
。
彼 

ぼ
當
時
の
社
會
政
策
の
'効
果
の
擧
ら
'な
.い
七
と
が
主
と
し
て
.產
業
經
營 

特
に
社
#
.的
な
木
安
、
，.動
搖
の
.
.源
泉
と
.し
‘て
.の
f

.に..あ
る
と
ヾ
L 

■

て

、

經

誉

、
を

社

#
的
諸
關
係
め
接
點
と
し
て
、：
且
つ
一
般
的
に
.社
會
坐
活 

'
の
活
動
場
所
、
"範
圍
と
し
て
把
握
し
、
し
か
る
後
に
初
め
て
經
營
：か
ら
經 

.營
的
社
會
問
題
を
..で
き
'る
丈
.解
.決
す
る
0:
と
が
.
.
.
必
要
と
考
え
る
の
.て
.あ 

.る
。
.
y
ッ
：ク
：は
そ
.の
'後
を
繼
い
：
で
.經
營
社
會
學
の
體
系
：を
た

て

た

の
で
あ
' 

:

.る

.0
こ
と
.で
.は
.そ
の
體
系
に
つ
'い
て
は
論
ず
る
.い
と
.ま
は
な
い
が
、
唯
彼
.

，
が

經

營

社

會
#
的
科
學
領
域
及
び
奥
：味
領
域. ，(betriebssoziologis

丨
 

c
h
e
n
^
i
s
s
e
n
s

 
丨
 u

n
d

 Interessenbereich
)

を
ば
經
營
社
會
政
策 

及
び
敗
會
的
經
營
瞥
理(soziolenwetriebsf

c!;
h
r
u

..«
g
)

の
科
學
的 

:

基
雜
づ
■け
と
し
て
：擴
大
普
及
1.
.た
：こ
と
は
'注
意
す
ベ
.
き

こ

と

で

：あ

ろ

う

。

,
ョ
ス
ト
の
詭
調
は
ゲ
ッ
ク
ヾ
に
ょ
れ
ぱ
經
營
を
ば
.私
經
濟
的
な
目
的
.に
泰
仕 

' :

し
且
つ
：私
經
濟
的
な
利
潤
努
ガ
に
支
配
さ
れ
る
近
代
的
な
企
業
と
.區
別
し 

.

.

■ :

'■
て
：、
..
'賛
本
主
義
と
.社
會
主
義
と
を
超
•え
た」

つ
.の
中
性
的
單
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.
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營
概
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經
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理
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妥
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す
る
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社
會
學
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つ
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ら
.れ
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摘
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會
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.
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營
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會
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硏
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營
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會
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得
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冰
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き
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.
的
な
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會
構
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體
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觀
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'協
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的
な
面
を
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調
す
る
こ
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.

.
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に
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.'チ
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す
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ろ
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得
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營
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勞
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れ
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が
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得
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營
管
理
論
1 _
<0
:

結
ぴ
付
き
を
意
圖
す
る
と
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. 

題
を
も
..當
然
含
む
も
の
で
あ
つ
，て
、
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れ
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營
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；
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踐
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を
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が
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